



























































































































































抽出された 8つのカテゴリー ([ ]で示す)と25























針を扱うことによる成長の実感 学年あがったんだなって感じになりま した (E)
侵襲行為による心理的異常状態の察知 人にそうやって刺すっていう心理状態自体力言、通常のケアとは遣う (8)
経験不足や技術的問題による不安 できるかなって不安に思ったし、手技も心配だった (A)




血糖における時間の重要性の認識 他のケアと違うと思ったのは、 血糖測定は時聞が大事じ ゃないですか (A)
侵襲行為をする ことへの責任感 侵襲の与えるものを行う っていうのは、責任が絶対かかつてくると思うんですよね (C)
医療者として相応しい態度の模索 看護師として、痛そうとかここで思ってる感情を出さない方が良いと思って (0)








とによる達成感 医療行為に参加できた喜び これが看護につながるんだって思ったところが私の中では嬉しくて (A)
看護師へ向かう成長の実感 看護師さんのやってることに近づけてるってことで、ステップアップしてるみたいな感じかな (E)
侵襲行為を通してみ 身体を察する能力への驚嘆 体のことを察するセンサーみたいなものがあるんだなって思って、すごいと思いました (A)
る新たな発見 信頼関係が深まっていくことの実感 安全に行えたっていうことが、私を受け入れてくれたんだなっていうのはあります (C)
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